
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向

山

田

直

夫

一
、
本
稿
の
課
題

筆
者
は
本
誌
の
第
五
一
巻
第
一
二
号
に
掲
載
し
た
小
論

文
︵
以
下
、
山
田
︵
二
〇
一
一
︶
と
記
す
。︶
に
お
い
て
、

ベ
ル
ギ
ー
で
導
入
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｉ
Ｄ
︵
N
otional

Interest
D
eduction
︶
と
呼
ば
れ
る
企
業
課
税
制
度
を

取
り
上
げ
た
。
そ
こ
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｄ
と
は
ど
の
よ
う
な
税
制

で
あ
る
か
を
説
明
し
、
ベ
ル
ギ
ー
の
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
を
参

照
し
な
が
ら
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
ベ
ル
ギ
ー
経
済
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
大
雑
把
で
は
あ
る
が
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
後
、

Ｎ
Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
制
度
改
正
が
行
わ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
学
術
的
な
面
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
個
別
企

業
の
デ
ー
タ
を
用
い
た
Ｎ
Ｉ
Ｄ
に
関
す
る
精
緻
な
実
証
研

究
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で

は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
き
に
つ
い

て
、
実
際
の
制
度
改
正
と
学
術
研
究
の
観
点
か
ら
紹
介
す

る
。
そ
し
て
最
後
に
ベ
ル
ギ
ー
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
わ

が
国
の
法
人
税
改
革
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
︵
A
llow
ance
for
C
orporate

E
quity
︶
と
呼
ば
れ
る
税
制
の
ベ
ル
ギ
ー
で
の
名
称
で
あ

る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
や
Ｎ
Ｉ
Ｄ
の
説
明
は
既
に
山
田
︵
二
〇
一
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一
︶
で
行
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
用
語
を
は
じ
め
て
目

に
す
る
読
者
も
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
稿
の
中
で
も

必
要
な
範
囲
で
改
め
て
説
明
を
行
う
。

本
稿
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
続
く
二
節
で

は
Ａ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
ベ
ル
ギ
ー
以

外
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
導
入
国
の
動
向
に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
す

る
。
こ
こ
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
導
入
国

で
あ
る
こ
と
も
示
す
。
次
の
三
節
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
で
行

わ
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｄ
に
関
す
る
制
度
改
正
に
つ
い
て
触
れ
る
。

そ
し
て
、
四
節
で
は
近
年
発
表
さ
れ
た
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｎ
Ｉ

Ｄ
に
関
す
る
実
証
研
究
を
サ
ー
ベ
イ
す
る
。
最
後
の
五
節

で
は
本
稿
の
議
論
を
ま
と
め
、
わ
が
国
の
法
人
税
改
革
や

今
後
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
概
要
と
導
入
国
の
動
向

⑴

Ａ
Ｃ
Ｅ
の
概
要

企
業
が
資
金
調
達
を
す
る
場
合
に
税
制
が
影
響
を
及
ぼ

す
。
つ
ま
り
、
企
業
が
負
債
で
資
金
調
達
を
し
た
場
合

は
、
負
債
利
子
が
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除
さ
れ

る
。
し
か
し
、
企
業
が
株
式
で
資
金
調
達
を
し
た
場
合

は
、
負
債
利
子
に
対
応
す
る
も
の
︵
株
式
の
機
会
費
用
︶

は
控
除
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
負
債
に
よ
る
資
金
調

達
を
優
遇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
税
制
が
企
業
の
資
金
調

達
に
影
響
を
与
え
な
い
た
め
に
は
、
負
債
と
株
式
に
よ
る

資
金
調
達
に
つ
い
て
税
制
上
等
し
く
扱
う
必
要
が
あ
る
。

そ
う
し
た
税
制
の
一
つ
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
で
あ
る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
、

一
九
九
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
研
究
機
関
で
あ
る

Institute
for
F
iscal
Studies
か
ら
提
案
さ
れ
た
税
制

で
、
負
債
利
子
だ
け
で
な
く
、
一
定
の
手
順
に
従
っ
て
求
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め
た
株
式
の
機
会
費
用
も
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控

除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
負
債
と
株
式
に
よ
る
資
金
調
達
に
つ
い
て

税
制
上
等
し
く
扱
う
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
負
債
利
子

も
株
式
の
機
会
費
用
も
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除

す
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
い
う
措
置
も
考
え
ら
れ
る
。
こ

う
し
た
税
制
は
、
一
九
九
二
年
に
ア
メ
リ
カ
財
務
省
か
ら

提
案
さ
れ
て
お
り
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
︵
C
om
prehensive

B
usiness
Incom
e
T
ax
︶
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

⑵

導
入
国
の
動
向

Ａ
Ｃ
Ｅ
と
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
を
比
較
し
て
み
る
と
、
理
論
的
に

は
Ａ
Ｃ
Ｅ
は
企
業
の
資
金
調
達
だ
け
で
な
く
、
投
資
決
定

に
対
し
て
も
中
立
的
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
は
投
資
決
定

に
関
し
て
は
非
中
立
的
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
は
ド
イ
ツ
で
類
似
の
税
制
が
一
部
導
入

さ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
導
入
国
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
図
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
あ

る
い
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
に
類
似
し
た
制
度
は
、
筆
者
の
知
る
限
り

ク
ロ
ア
チ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル

ギ
ー
、
イ
タ
リ
ア
で
導
入
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し

て
、
ベ
ル
ギ
ー
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
継
続
的
に
現
在
も
Ａ
Ｃ
Ｅ

を
採
用
し
て
お
り
、
イ
タ
リ
ア
は
一
旦
廃
止
し
た
が
、
最

近
に
な
っ
て
以
前
と
は
若
干
異
な
る
形
で
再
導
入
し
て
い

る⑴
。Institute

for
F
iscalStudies
が
提
案
し
た
Ａ
Ｃ
Ｅ
に

近
い
の
は
、
株
式
の
帳
簿
価
額
の
一
定
割
合
を
法
人
税
の

課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除
す
る
ク
ロ
ア
チ
ア
と
ベ
ル
ギ
ー
の

タ
イ
プ
で
あ
る
。
ク
ロ
ア
チ
ア
は
最
も
早
い
一
九
九
四
年

に
導
入
し
た
が
二
〇
〇
〇
年
に
廃
止
し
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
、
現
在
は
ベ
ル
ギ
ー
が
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
導
入
国
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
濱
田
︵
二
〇
一
〇
︶
と
ペ
リ
ー
︵
二
〇
〇
九
︶

は
、
ラ
ト
ビ
ア
で
も
Ａ
Ｃ
Ｅ
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
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指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
の
D
ualIncom
e
T
ax

は
、
法
人
所
得
を
法
定
の
法
人
税
率
が
適
用
さ
れ
る
部
分

と
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
る
部
分
の
二
つ
に
分
け
る
こ
と

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
欧

諸
国
で
導
入
さ
れ
、
わ
が
国
の
金
融
所
得
課
税
の
一
体
化

の
議
論
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
D
ualIncom
e
T
ax

︵
二
元
的
所
得
税
︶
と
は
関
係
な
い
。

三
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
に
関
す
る
制
度
改
正

Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
二
〇
〇
五
年
六
月
二
二
日
に
立
法
化
さ
れ
、

二
〇
〇
六
年
か
ら
︵
課
税
年
度
で
表
す
と
二
〇
〇
七
課
税

年
度
か
ら
︶
導
入
さ
れ
て
い
る
。
対
象
と
な
る
企
業
は
、

ベ
ル
ギ
ー
法
人
税
の
対
象
と
な
る
ベ
ル
ギ
ー
企
業
及
び
外

国
法
人
で
あ
る
。
法
人
税
の
課
税
ベ
ー
ス
か
ら
控
除
す
る

額
︵
株
式
の
機
会
費
用
︶
は
、
調
整
後
自
己
資
本
に
み
な

し
利
子
率
を
乗
じ
て
求
め
る
。
こ
こ
で
、
調
整
後
自
己
資

ベルギーのNIDをめぐる近年の動向
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Notional Interest
Deduction

2006-ベルギー

新規株式の帳簿価額の一定割合に対して
軽減税率を適用（ただし、2000年は新規
株式の帳簿価額の120％、2001年は140％
の一定割合に対して軽減税率を適用）

Dual Income Tax1997-
2003

イタリア

新規株式の帳簿価額の一定割合を控除Notional Interest
Deduction

2011-

概要名称期間国

（出所） Klemm（2007）p.235などから筆者作成

図表１ 諸外国のACEの動向

株式の帳簿価額の一定割合を控除Protective Interest1994-
2000

クロアチア

株式の帳簿価額の一定割合まで配当分を
控除

Remuneration of
Equity

1996-ブラジル

新規株式の帳簿価額の一定割合に対して
軽減税率を適用

Notional Interest2000-
2004

オーストリア

株式の帳簿価額の一定割合を控除



本
と
は
前
期
末
に
お
け
る
ベ
ル
ギ
ー
会
計
基
準
に
基
づ
く

自
己
資
本
か
ら
二
重
計
算
や
不
正
使
用
を
回
避
す
る
た
め

の
調
整
を
し
た
も
の
で
、
図
表
１
で
は
株
式
の
帳
簿
価
額

と
表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
企
業
に
対
す

る
み
な
し
利
子
率
と
し
て
は
適
用
年
の
二
年
前
の
ベ
ル

ギ
ー
一
〇
年
償
還
国
債
の
利
率
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
上
限

は
六
・
五
％
︵
二
〇
一
一
、
二
〇
一
二
課
税
年
度
に
つ
い

て
は
三
・
八
％
︶
で
あ
る
。
な
お
、
中
小
企
業
に
対
す
る

み
な
し
利
子
率
は
大
企
業
の
み
な
し
利
子
率
に
さ
ら
に

〇
・
五
％
上
乗
せ
し
た
も
の
に
な
る
。
Ｎ
Ｉ
Ｄ
の
特
徴
と

し
て
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
超
過
額
︵
控
除
対
象
額
が
所
得
を
超
過

す
る
部
分
︶
が
あ
る
場
合
に
翌
年
度
以
降
七
年
間
の
繰
越

が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

最
近
、
こ
の
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て
規
模
を
縮

小
す
る
方
向
の
改
正
が
行
わ
れ
た⑵
。
具
体
的
に
は
、
み
な

し
利
子
率
の
上
限
の
引
き
下
げ
と
Ｎ
Ｉ
Ｄ
超
過
額
の
繰
越

控
除
の
廃
止
で
あ
る
。
ま
ず
、
み
な
し
利
子
率
の
上
限
に

つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
課
税
年
度
は
三
％
︵
中
小
企
業
は

三
・
五
％
︶
で
、
二
〇
一
四
課
税
年
度
に
つ
い
て
は
二
・

七
四
％
︵
中
小
企
業
は
三
・
二
四
％
︶
に
な
っ
た
。
二
〇

一
四
課
税
年
度
の
二
・
七
四
％
と
い
う
値
は
、
二
〇
一
二

年
の
七
月
か
ら
九
月
の
一
〇
年
償
還
国
債
の
利
率
を
基
に

設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
財
務
省
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
︵
N
O
T
IO
N
A
L
IN
T
E
R
E
ST
D
E
D
U
C
T
IO
N
:

an
innovative
B
elgian
tax
incentive
T
ax
Y
ear

2013
-
Incom
e
2012︶
に
よ
る
と
、
二
〇
一
三
課
税
年

度
に
お
い
て
大
企
業
に
適
用
さ
れ
る
み
な
し
利
子
率
は
三

％
︵
中
小
企
業
は
三
・
五
％
︶
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
て
大
企
業
に
対
す
る
み
な
し
利
子
率
の
変
遷
を
示
す
と

図
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

一
方
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
超
過
額
の
七
年
間
の
繰
越
控
除
に
つ
い

て
は
、
二
〇
一
三
課
税
年
度
よ
り
廃
止
さ
れ
る
。
た
だ

し
、
二
〇
一
二
課
税
年
度
終
了
時
点
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
超
過
額
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
制
限
の
下
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
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七
年
間
の
繰
越
が
で
き
る
。
こ
こ
で
一
定
の
制
限
と
は
、

①
一
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
は
控
除
で
き
る
、
②
一
〇
〇
万

ユ
ー
ロ
を
超
え
る
部
分
は
そ
の
六
〇
％
ま
で
し
か
控
除
で

き
な
い
、
③
残
り
の
四
〇
％
は
翌
年
度
以
降
無
期
限
に
控

除
で
き
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
二
〇
一
三
課

税
年
度
の
繰
越
控
除
適
用
前
の
所
得
が
一
五
〇
万
ユ
ー
ロ

の
場
合
、
一
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
は
控
除
で
き
る
が
、
そ
れ
を

超
え
る
部
分
︵
す
な
わ
ち
五
〇
万
ユ
ー
ロ
︶
に
つ
い
て
は

六
〇
％
の
三
〇
万
ユ
ー
ロ
ま
で
し
か
控
除
で
き
な
い
。
つ

ま
り
、
繰
越
控
除
は
合
計
一
三
〇
万
ユ
ー
ロ
で
、
一
五
〇

万
ユ
ー
ロ
か
ら
一
三
〇
万
ユ
ー
ロ
を
差
し
引
い
た
二
〇
万

ユ
ー
ロ
に
は
法
人
税
が
課
税
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ

超
過
額
の
残
額
の
う
ち
、
五
〇
万
ユ
ー
ロ
の
四
〇
％
に
あ

た
る
二
〇
万
ユ
ー
ロ
に
つ
い
て
は
七
年
間
で
は
な
く
、
無

期
限
に
繰
越
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
繰
越
控

除
の
計
算
は
課
税
所
得
の
算
定
の
最
後
の
段
階
で
行
わ
れ

る
。
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3.8003.8002011

3.8003.4252012

3.0003.0002013

2.740

みなし利子率

の上限
みなし利子率

2014

課税年度

図表２ 大企業に対するみなし利子率

単位：％

（出所）ベルギー財務省の資料などから筆者作成
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四
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
に
関
す
る
実
証
研
究

Ｎ
Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て
の
論
文
は
、
導
入
の
経
緯
を
説
明
す

る
も
の
や
概
要
を
数
値
例
で
紹
介
す
る
も
の
が
あ
る
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
近
年
デ
ー
タ

を
用
い
た
精
緻
な
実
証
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
理
由
と
し
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
二
〇
〇
六
年
か
ら
継
続
的

に
導
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
デ
ー
タ
が
揃
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は

V
an

C
am
penhout

and

V
an

C
aneghem
︵
2011︶、

K
estens,
V
an
C
auw
enberge
and
C
hristiaens

︵
2012︶、
Princen
︵
2012︶
と
い
う
三
つ
の
研
究
を
取

り
上
げ
、
研
究
の
動
向
を
把
握
し
た
い
。
こ
の
サ
ー
ベ
イ

か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
先
取
り
し
て
述
べ
る
と
、
中

小
企
業
を
対
象
と
し
た
分
析
が
主
に
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
企
業
の
資
本
構
成
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
は
確
定
的
な
結
論
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、

Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
投
資
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
分

析
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
、
で
あ
る
。

V
an
C
am
penhout
and
V
an
C
aneghem
︵
2011︶

は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
中
小
企
業
を
分
析
対
象
と
し
、
ど
う

い
っ
た
企
業
が
Ｎ
Ｉ
Ｄ
を
導
入
す
る
傾
向
に
あ
る
の
か
と

い
う
点
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
資
本
構
成
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を

与
え
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
論
文
で
は
中
小
企
業
に
注
目
す
る
理
由
を
二
つ
挙
げ

て
い
る
。
一
つ
は
欧
州
経
済
に
お
い
て
中
小
企
業
が
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
も
う
一
つ
は
大
企
業
と
Ｎ

Ｉ
Ｄ
の
規
定
が
異
な
る
部
分
が
あ
る
の
で
分
け
て
分
析
す

る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
分
析
に
用

い
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
ビ
ュ
ー
ロ
・
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク

社
︵
B
ureau
van
D
ijk
︶
の
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
で
、

こ
れ
は
ベ
ル
ギ
ー
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
の
企
業
の
財
務
情

報
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
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ト
調
査
の
結
果
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
分
析
対
象
期
間
は

一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で
で
あ
る
が
、
資
本
構

成
に
つ
い
て
は
短
期
的
な
影
響
を
見
る
た
め
二
〇
〇
五
年

と
二
〇
〇
六
年
の
階
差
を
と
っ
た
デ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
主
な
結
果
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
の
導
入

に
関
し
て
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
Ｎ

Ｉ
Ｄ
の
導
入
確
率
に
プ
ラ
ス
に
影
響
し
、
借
入
比
率
や
免

税
投
資
準
備
金
を
受
け
て
い
た
経
験
は
導
入
確
率
に
マ
イ

ナ
ス
に
影
響
す
る
と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
。
な
お
、
免

税
投
資
準
備
金
は
中
小
企
業
に
対
す
る
優
遇
措
置
で
あ
る

が
Ｎ
Ｉ
Ｄ
と
の
選
択
制
に
な
っ
て
お
り
、
両
方
を
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
方
、
資
本
構
成
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い

と
し
て
い
る
。

K
estens,
V
an
C
auw
enberge
and
C
hristiaens

︵
2012︶
は
、
中
小
企
業
を
分
析
対
象
と
し
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が

資
本
構
成
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
こ

の
論
文
で
も
中
小
企
業
を
取
り
上
げ
る
理
由
を
二
つ
挙
げ

て
い
る
。
一
つ
は
、
中
小
企
業
が
経
済
の
基
礎
を
形
成

し
、
雇
用
の
大
半
を
創
造
し
、
経
済
成
長
と
革
新
に
大
き

く
貢
献
す
る
か
ら
、
も
う
一
つ
は
、
資
本
構
成
は
中
小
企

業
の
成
長
の
重
要
な
決
定
要
因
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
二

点
で
あ
る
。
分
析
の
具
体
的
な
内
容
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
導
入
前

年
の
二
〇
〇
五
年
を
基
準
に
し
て
、
そ
の
後
の
三
年
間

︵
二
〇
〇
六
～
二
〇
〇
八
年
︶
の
負
債
比
率
の
変
化
が
Ｎ

Ｉ
Ｄ
の
導
入
と
い
う
変
化
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
論
文
で
使

用
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
も
ビ
ュ
ー
ロ
・
ヴ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク

社
︵
B
ureau
van
D
ijk
︶
の
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ
で
あ

る
。
主
な
結
論
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
中
小
企
業
の
資
本
構
成
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と
と
Ｎ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
法

人
税
収
の
低
下
は
大
き
い
と
い
う
こ
と
の
二
点
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
中
小
企
業
の
資
本
構
成
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は

V
an
C
am
penhout
and
V
an
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C
aneghem
︵
2011︶
と
は
反
対
の
結
論
を
得
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

Princen
︵
2012︶
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
企
業
の
負
債
比
率

に
与
え
る
影
響
つ
い
て
、
D
ifference-in-differences

と
呼
ば
れ
る
統
計
的
手
法
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
。
こ

の
分
析
に
は
、
政
策
変
更
の
影
響
を
受
け
た
企
業
と
受
け

な
か
っ
た
企
業
の
政
策
変
更
前
後
︵
つ
ま
り
二
〇
〇
六
年

の
前
後
︶
の
デ
ー
タ
が
必
要
に
な
る
。
こ
の
論
文
で
使
用

さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
企
業
の
財
務
情

報
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
ビ
ュ
ー
ロ
・
ヴ
ァ

ン
・
ダ
イ
ク
社
︵
B
ureau
van
D
ijk
︶
の
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ

Ｕ
Ｓ
で
、
政
策
変
更
の
影
響
を
受
け
た
企
業
と
し
て
ベ
ル

ギ
ー
企
業
、
影
響
を
受
け
な
か
っ
た
企
業
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
企
業
及
び
ド
イ
ツ
企
業
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
分

析
対
象
期
間
は
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
で
あ
る
。

主
な
結
果
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
導
入
は
企
業
の
負
債
比
率
に
対
し

て
有
意
に
負
、
つ
ま
り
Ｎ
Ｉ
Ｄ
導
入
は
企
業
の
負
債
比
率

を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
い

く
つ
か
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
負

債
比
率
低
下
の
程
度
は
、
小
さ
い
も
の
で
約
二
％
、
大
き

い
も
の
で
約
七
％
で
あ
る
。
ま
た
、
大
企
業
と
中
小
企
業

に
分
け
て
同
様
の
分
析
を
行
い
、
大
企
業
の
負
債
比
率
の

低
下
が
約
四
・
九
％
な
の
に
対
し
て
中
小
企
業
が
約
四
・

六
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
企
業
の
方
が
影
響
が
大
き
い

と
い
う
結
果
を
得
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の
中
小
企

業
と
は
欧
州
委
員
会
の
定
義
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ

り
、
み
な
し
利
子
率
が
〇
・
五
％
上
乗
せ
さ
れ
る
企
業
で

は
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
論
文
で
は
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
投
資
に
与

え
る
影
響
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
い
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
は
投
資
に

対
し
て
は
明
確
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
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五
、
お
わ
り
に

⑴

本
稿
の
ま
と
め

本
稿
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
を
め
ぐ
る
近
年
の
動

き
を
実
際
の
制
度
改
正
と
学
術
研
究
の
観
点
か
ら
紹
介
し

た
。
制
度
改
正
の
面
で
は
、
み
な
し
利
子
率
の
上
限
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
七
年
間
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
繰
越
控
除
が
原
則
廃
止

に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
Ｎ
Ｉ
Ｄ
と
い
う
制
度
を
縮
小
す
る

方
向
の
改
革
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
ベ

ル
ギ
ー
の
財
政
状
況
の
悪
化
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
学
術
研
究
の
面
で
は
、
デ
ー
タ
を
用
い
た
精
緻
な
実

証
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
大
企
業
を
対

象
と
し
た
分
析
や
投
資
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
研
究
が

不
足
し
て
お
り
、
資
本
構
成
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
も

確
定
的
な
結
論
が
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

⑵

わ
が
国
の
法
人
税
改
革

最
後
に
わ
が
国
の
法
人
税
改
革
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。
わ
が
国
の
法
人
税
率
は
二
〇
一
二
年
に
三
〇
％
か
ら

二
五
・
五
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
法
人

所
得
課
税
の
実
効
税
率
︵
法
人
所
得
に
対
す
る
租
税
負
担

の
一
部
が
損
金
算
入
さ
れ
る
こ
と
を
調
整
し
た
上
で
国
税

と
地
方
税
の
税
率
を
合
計
し
た
も
の
︶
も
四
〇
・
六
九
％

か
ら
三
五
・
六
四
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
︵
図
表
３
︶。

し
か
し
、
現
行
の
法
人
税
制
が
企
業
行
動
に
対
し
て
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
わ
が
国
の
法

人
税
改
革
の
議
論
で
は
中
立
性
に
つ
い
て
の
議
論
は
ほ
と

ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
で
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
よ
う
な
企
業
行
動
に
影
響
を
与
え
な

い
法
人
税
制
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
わ
が
国
へ
の
Ａ
Ｃ
Ｅ

導
入
を
検
討
す
る
際
に
は
、
わ
が
国
を
対
象
に
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
他
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に
実
際
の
導
入
国
の
実
態
や
導
入
国
を
対
象
と
し
た
実
証

分
析
の
結
果
も
参
考
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
ベ
ル

ギ
ー
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
の
代
表
的
導
入
国
で
あ
る
の
で
、
ベ
ル

ギ
ー
の
Ｎ
Ｉ
Ｄ
の
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
や
Ｎ
Ｉ
Ｄ
が
ベ

ル
ギ
ー
企
業
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
実
証
分
析
を
蓄

積
し
て
い
く
こ
と
は
、
わ
が
国
の
法
人
税
制
を
考
え
る
う

え
で
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

︵
注
︶

⑴

再
導
入
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
の
Ａ
Ｃ
Ｅ
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
と

し
て
、
Pw
C
の

E
uropean
T
ax
N
ew
salert
M
ar
21,
2012

︵
http://w
w
w
.pw
c.com
/en_U
S/us/tax-services-

m
ultinationals/new
sletters/european-tax-new
salert/

assets/pw
c-italy-notional-interest-deduction.pdf︶
な
ど
が

あ
る
。

⑵

Ｎ
Ｉ
Ｄ
の
制
度
改
正
に
つ
い
て
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
の
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ

ト
︵
http://w
w
w
.kpm
g.com
/B
E
/en/IssuesA
ndInsights/

A
rticlesPublications/T
axandLegalN
ew
sF
lashes/e-tax-

flash/Pages/law
-fiscal-financial-provisions.aspx?utm
_

source=new
sletter&
utm
_m
edium
=em
ail&
utm
_content=
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図表３ 法人所得課税の実効税率の国際比較

（2012年４月現在）



20-12-2012&
utm
_cam
paign=e-tax-flash
︶
や

T
rustC
onsult

G
roup
の
ウ
エ
ッ
ブ
サ
イ
ト
︵
http://w
w
w
.trustconsultgroup.

com
/?page=new
stw
eets&
id_new
s=54︶
な
ど
を
参
考
に
し
て

い
る
。
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